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高知大学学術情報リポジトリ
構築に向けて

あなたの論文をもっと多くの人に
読んでもらうために

高知大学総合情報センター（図書館）
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本日お話しすること

リポジトリとは何か

導入のメリット

搭載予定コンテンツ

今後のスケジュール

先生方へのお願い
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機関リポジトリIR:Institutional Repository

とは？

大学等の学術機関で生産された、電子的な学術成
果を収集・保存・発信

インターネットを通じ無償で公開

Google

JuNii+ NII大学Webサイト資源検索

OAIster(ミシガン大学）

http://www.google.com/intl/ja/
http://ju.nii.ac.jp/
http://quod.lib.umich.edu/cgi/b/bib/bib-idx?c=oaister;page=simple
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リポジトリ登場の背景

 学術雑誌価格の高騰が購読維持を困難に
させつつある

対策

セルフアーカイビング（機関リポジトリ）

電子J共同購入
コンソーシアム

オープンアクセ
ス誌発行
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現状：世界の動向

http://maps.repository66.org/
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現状：国内の動向

国立情報学研究所 学術基盤推進部学術コンテンツ課資料による
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高知大学学術情報リポジトリとは？

高知大学に所属する研究者(教員等)による

学術研究成果物を、

電子的に収集・蓄積・保存して、

学内外に無料で公開するためのもの

学術研究成果物とは？
学術雑誌論文、紀要、科研費成果報告書、

学位論文、プレプリント など



8

研究者にとってのメリット……….1

可視性の向上(無料公開によって閲
覧可能者が増える)

論文の影響度がアップ

情報交換の簡便化

新たな効果的な発信手段
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研究者にとってのメリット………2

研究成果の管理が容易になる

大学で責任をもって論文を永久的に保存

論文それぞれに個別のURLがつけられる

退官後も論文が読んでもらえる



10

大学にとってのメリット

研究成果を社会へ還元し、大学の説明
責任を果たす

高知大学の知名度向上を図る

世界の研究者・研究活動への貢献

質の高い文献が無料で入手可能

簡単に文献検索ができる
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何を搭載するのか…..コンテンツ１

紀要
高知大学学術研究報告
人文科学編

社会科学編

自然科学編

農学編

医学・看護学編

高知医科大学一般教育紀要

高知医科大学紀要
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何を搭載するのか…..コンテンツ２

海外学術雑誌掲載論文
http://www.sherpa.ac.uk/romeo.php

出版社、雑誌名で
著作権の許諾状況
を調査することが出
来るサイトです。

http://www.sherpa.ac.uk/romeo.php
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何を搭載するのか…..コンテンツ３

国内学術雑誌掲載論文
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/scpj/

国内の学協会
の著作権許諾
状況を調査でき
るサイトです。

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/scpj/
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何を搭載するのか…..コンテンツ４

学位論文

科学研究費補助金研究成果報告書

学会発表論文

学内で発行される研究成果物など
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著者最終稿について
 内容が同じで出版されたものとはレイアウトが違うものをいいます
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高知大学学術情報リポジトリ
http://ir.jimu.kochi-u.ac.jp/dspace/

略称、ロゴマーク
などを検討中

http://ir.jimu.kochi-u.ac.jp/dspace/
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搭載までの流れ

共著者へ
搭載の許諾を得てください

先生方

著作権の調査

メタデータの付与
図書館

高知大学
リポジトリ

搭載

世界中に発信メール等
で送付

公開許諾書
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コンテンツのご提供方法

メールに電子ファイル（PDFがベター）を添付
あるいは

印刷物や電子メディアを学内便で送付

送付先・お問い合せ先

学術情報課 リポジトリ担当
電話 朝倉キャンパス 内線8951

岡豊キャンパス 内線22480

物部キャンパス 内線5117
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今後のスケジュール

平成19年9月

各学部教授会で説明

平成19年10月

試験公開予定

平成19年12月

正式公開予定
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☆研究成果を募集中！

コンテンツのご提供をお願い
します。

今すぐに！

いつでも！！

いつまでも！！！


